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運用報告書（全体版） 

りそなアジア・ 
ハイ・イールド債券ファンド 

高金利通貨コース 

第119期（決算日 2021年９月10日） 
第120期（決算日 2021年10月11日） 
第121期（決算日 2021年11月10日） 
第122期（決算日 2021年12月10日） 
第123期（決算日 2022年１月11日） 
第124期（決算日 2022年２月10日） 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2011年９月30日から2026年８月10日まで 

運 用 方 針 

①主として日本を除くアジア（オセアニアを含む）のハ

イ・イールド債券（米ドル建て等）を実質的な主要投

資対象とし、インカムゲインの確保と信託財産の成長

を目指します。 

②高金利通貨で為替取引を行います。 

主 要 投 資 

対 象 

りそなアジア・ 

ハイ・イールド 

債 券 フ ァ ン ド 

高金利通貨コース 

投資信託証券 

日 興  ア ジ ア ・ 

ハイ・イールド・ 

ボンド・ファンド 

（ ク ラ ス ３ ） アジア地域の米ドル建てのハイ・

イールド債券等 ライオン アジア・ 

ハイ・イールド・ 

ボンド・ファンド 

（ ク ラ ス ３ ） 

マ ネ ー プ ー ル 

マザーファンド 
わが国の公社債等 

主 な 

組 入 制 限 

りそなアジア・ 

ハイ・イールド 

債 券 フ ァ ン ド 

高金利通貨コース 

投資信託証券への投資割合には制

限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には

制限を設けません。 

デリバティブの直接利用は行いま

せん。 

株式への直接投資は行いません。 

日 興  ア ジ ア ・ 

ハイ・イールド・ 

ボンド・ファンド 

（ ク ラ ス ３ ） 

有価証券の空売りは行いません。 

純資産総額の10％を超える借入れ

を行いません。 

投資信託証券への投資は行いません。 

ライオン アジア・ 

ハイ・イールド・ 

ボンド・ファンド 

（ ク ラ ス ３ ） 

マ ネ ー プ ー ル 

マザーファンド 

株式への投資は、転換社債の転換及

び転換社債型新株予約権付社債の

新株予約権の行使により取得した

ものに限るものとし、投資割合は信

託財産の純資産総額の５％以下と

します。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を行い

ます。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた利

子、配当収入と売買益（評価損益を含みます。）等の

全額とします。 

②収益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市場動向

等を勘案して決定します。ただし、分配対象収益が少

額の場合には分配を行わないことがあります。 

※ 当ファンドが主要投資対象とする投資信託証券の正式名称については

後掲「■主要投資対象の投資信託証券の概要」をご覧ください。 
 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます｡ 

さて、「りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 

高金利通貨コース」は、このたび第124期の決算を行い

ましたので、第119期～第124期中の運用状況をご報告

申し上げます。 

今後とも引続きお引立て賜りますようお願い申し上

げます。 
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りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 高金利通貨コース 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

 95期(2019年９月10日) 3,101 50 △ 0.4 － 95.1 3,586 

 96期(2019年10月10日) 3,042 50 △ 0.3 － 95.4 3,465 

 97期(2019年11月11日) 3,136 40 4.4 － 95.7 3,550 

 98期(2019年12月10日) 3,106 40 0.3 － 96.2 3,477 

 99期(2020年１月10日) 3,197 40 4.2 － 97.0 3,533 

100期(2020年２月10日) 3,041 40 △ 3.6 － 95.7 3,331 

101期(2020年３月10日) 2,630 40 △12.2 － 94.7 2,832 

102期(2020年４月10日) 2,282 40 △11.7 － 95.0 2,420 

103期(2020年５月11日) 2,161 40 △ 3.5 － 93.8 2,298 

104期(2020年６月10日) 2,491 30 16.7 － 94.6 2,669 

105期(2020年７月10日) 2,410 30 △ 2.0 － 94.9 2,534 

106期(2020年８月11日) 2,307 30 △ 3.0 － 94.5 2,404 

107期(2020年９月10日) 2,355 30 3.4 － 95.3 2,451 

108期(2020年10月12日) 2,250 30 △ 3.2 － 94.5 2,328 

109期(2020年11月10日) 2,286 30 2.9 － 96.4 2,338 

110期(2020年12月10日) 2,353 30 4.2 － 96.3 2,395 

111期(2021年１月12日) 2,287 30 △ 1.5 － 95.7 2,272 

112期(2021年２月10日) 2,343 30 3.8 － 96.3 2,306 

113期(2021年３月10日) 2,260 30 △ 2.3 － 94.8 2,210 

114期(2021年４月12日) 2,316 30 3.8 － 95.5 2,243 

115期(2021年５月10日) 2,367 30 3.5 － 95.5 2,285 

116期(2021年６月10日) 2,389 30 2.2 － 96.5 2,039 

117期(2021年７月12日) 2,282 30 △ 3.2 － 96.1 1,945 

118期(2021年８月10日) 2,213 30 △ 1.7 － 95.7 1,885 

119期(2021年９月10日) 2,247 30 2.9 － 95.7 1,902 

120期(2021年10月11日) 1,982 30 △10.5 － 96.0 1,657 

121期(2021年11月10日) 1,756 30 △ 9.9 － 95.2 1,457 

122期(2021年12月10日) 1,635 30 △ 5.2 － 94.8 1,317 

123期(2022年１月11日) 1,612 30 0.4 － 94.6 1,291 

124期(2022年２月10日) 1,631 30 3.0 － 95.5 1,311 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 基準価額及び分配金は１万口当たり（以下同じ）。 

（注３） 債券組入比率はマネープールマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入比率。 

（注４） 投資信託証券組入比率は「日興 アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」および「ライオン アジア・ハイ・イール

ド・ボンド・ファンド（クラス３）」の組入比率。 

（注５） 当ファンドは、「日興 アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」および「ライオン アジア・ハイ・イールド・ボン

ド・ファンド（クラス３）」への投資比率を可能な限り高位に保ちますが、本投資信託証券のコンセプトに適った指数等が存在しな

いため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。   
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りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 高金利通貨コース 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第119期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2021年８月10日 2,213 － － 95.7 

８月末 2,282 3.1 － 95.8 

(期  末)     

2021年９月10日 2,277 2.9 － 95.7 

第120期 

(期  首)     

2021年９月10日 2,247 － － 95.7 

９月末 2,122 △ 5.6 － 96.5 

(期  末)     

2021年10月11日 2,012 △10.5 － 96.0 

第121期 

(期  首)     

2021年10月11日 1,982 － － 96.0 

10月末 1,930 △ 2.6 － 96.0 

(期  末)     

2021年11月10日 1,786 △ 9.9 － 95.2 

第122期 

(期  首)     

2021年11月10日 1,756 － － 95.2 

11月末 1,666 △ 5.1 － 96.3 

(期  末)     

2021年12月10日 1,665 △ 5.2 － 94.8 

第123期 

(期  首)     

2021年12月10日 1,635 － － 94.8 

12月末 1,704 4.2 － 95.7 

(期  末)     

2022年１月11日 1,642 0.4 － 94.6 

第124期 

(期  首)     

2022年１月11日 1,612 － － 94.6 

１月末 1,641 1.8 － 96.2 

(期  末)     

2022年２月10日 1,661 3.0 － 95.5 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注２） 債券組入比率はマネープールマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入比率。 

（注３） 投資信託証券組入比率は「日興 アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」および「ライオン アジア・ハイ・イール

ド・ボンド・ファンド（クラス３）」の組入比率。 

（注４） 当ファンドは、「日興 アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」および「ライオン アジア・ハイ・イールド・ボン

ド・ファンド（クラス３）」への投資比率を可能な限り高位に保ちますが、本投資信託証券のコンセプトに適った指数等が存在しな

いため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。 

 



基準価額の推移
（円） （百万円）
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第121期末
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第122期末
2021.12.10

第123期末
2022.1.11

第124期末
2022.2.10

純資産総額（右軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額（左軸）

( )分配金再投資
基準価額ベース ( )期中分配金

合計180円

第119期首 第124期末騰落率

△18.5％ 1,631円2,213円
基準価額基準価額

● 分配金再投資基準価額の推移は、2021年８月10日の基準価額をもとに委託会社にて指数化したものを使用しております。

● 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。

● 分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税
条件も異なります。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

● 当ファンドは、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」および「ライオン　アジア・ハイ・イール
ド・ボンド・ファンド（クラス３）」への投資比率を可能な限り高位に保ちますが、本投資信託証券のコンセプトに適った指
数等が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。

1 りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　高金利通貨コース 

基
準
価
額
の
推
移

運用経過

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 高金利通貨コース
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基準価額の主な変動要因

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　高金利通貨コース

主要投資対象である「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」および「ラ
イオン　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」は、ともに債券部分と為替部分が
マイナスの寄与となった結果、分配金再投資基準価額の騰落率はマイナスとなりました。

● 本報告書では、ベビーファンド、マザーファンドおよびマザーファンド以外のファンドを下記の様に統一して表記しています。

 ベビーファンド　  マザーファンド　  マザーファンド以外のファンド

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 高金利通貨コース

－ 4 －

02_コメント費用明細_9pt_904715.indd   402_コメント費用明細_9pt_904715.indd   4 2022/03/28   14:49:052022/03/28   14:49:05



投資環境  

当期のアジア・ハイ・イールド債券市場は
下落しました。
米国ではインフレ上昇懸念が一段と顕在化

し、金融緩和政策が早期に正常化されるとの
観測が高まったことなどから米国金利は上昇
（価格は下落）しました。
また、アジア・ハイ・イールド債券市場で
は、中国の不動産開発企業がデフォルトに陥
る事例が発生するなどし、債務返済に対する
懸念が高まったことなどが要因となって、クレ
ジットスプレッドが大幅に拡大したため、下落
しました。

当期の為替市場は、米国で利上げ時期の前
倒し観測が高まったことなどがドル高要因とな
り、円安ドル高となりました。
高金利通貨については、ブラジルでは利上
げが実施されたことや財政悪化懸念がやや後
退したことなどが好感され、ブラジルレアルは
対円で上昇しました。一方、トルコでは、イン
フレが高進する中で利下げが実施されたことな
どが嫌気され、トルコリラは対円で大幅に下落
しました。なお、南アフリカランドは対円で上
昇しました。

（期首） （期末）

240

260

280

300

320

21.8.10 21.10.10 21.12.10 22.2.10

JPモルガン・アジア・クレジット
Index（BB格以下・社債）

市況の推移

（出所：Bloomberg）

（期首） （期末）

40
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100

120

21.8.10 21.10.10 21.12.10 22.2.10

トルコ・リラ
／円為替レート

為替レートの推移

出所：（ブラジルレアル・トルコリラ）投資信託協会
　　　（南アフリカランド）Bloomberg

南アフリカ・ランド
／円為替レート

ブラジル・レアル
／円為替レート

注１．為替レートは対顧客電信売買相場の仲値を使用し
ております。

注２．為替レートは期首を100として指数化しております。
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当該投資信託のポートフォリオ

期を通じて、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」および「ライオン　
アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」の投資比率を高位に維持しました。

日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）

アジア・ハイ・イールド債券のクーポン収入などがプラスに寄与した一方、クレジットスプレッドが
拡大したことや米国債券利回りが上昇したことなどから、債券部分はマイナスに寄与しました。
南アフリカランドやブラジルレアルは対円で上昇したものの、トルコリラが対円で大きく下落したこ

となどから、為替部分はマイナスに寄与しました。

ライオン　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）

アジア・ハイ・イールド債券のクーポン収入などがプラスに寄与した一方、クレジットスプレッドが
拡大したことや米国債券利回りが上昇したことなどから、債券部分はマイナスに寄与しました。
南アフリカランドやブラジルレアルは対円で上昇したものの、トルコリラが対円で大きく下落したこ

となどから、為替部分はマイナスに寄与しました。

マネープールマザーファンド

コール・ローン等の短期金融資産による運用を行いました。

当該投資信託のベンチマークとの差異

当ファンドは、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」および「ライオン　
アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」の投資比率を可能な限り高位に保ちますが、
本投資信託証券のコンセプトに適った指数等が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は記
載しておりません。

6りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　高金利通貨コース 
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分配金

収益分配金については、基準価額の水準等を勘案し、次表の通りと致しました。なお、収益分配
に充てなかった収益は、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて引き続き元本と同一の運用
を行います。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり・税引前）

項目

第119期 第120期 第121期 第122期 第123期 第124期
2021.8.11

～

2021.9.10

2021.9.11

～
2021.10.11

2021.10.12

～

2021.11.10

2021.11.11

～

2021.12.10

2021.12.11

～

2022.1.11

2022.1.12

～

2022.2.10

当期分配金 30 30 30 30 30 30

（対基準価額比率） 1.318％ 1.491％ 1.680％ 1.802％ 1.827％ 1.806％

当期の収益 30 30 30 30 30 30

当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 6,783 6,792 6,809 6,828 6,838 6,850

注１．「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額
です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

注２．円未満は切り捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。

注３．当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの
収益率とは異なります。

注４．投資信託特有の会計処理により、「翌期繰越分配対象額」が基準価額を上回っている場合がありますが、実際に基準
価額を超えて分配金が支払われることはありません。

決算期毎にインカム収入※を中心に分配を行うことを目指すファンドです。
※ インカム収入とは、債券の利子収入、為替取引によるプレミアム（金利差相当分の収益）収入等をいいます。
・ ファンドに蓄積された過去の運用成果（分配原資）を加味する場合があります。
・ 投資対象資産や為替の値動き等により基準価額が下落した場合でも、原則として、インカム収入相当については、分
配を行います。
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今後の運用方針

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　高金利通貨コース

今後も、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」および「ライオン　ア
ジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）」の投資比率を高位に保つことにより、信託財
産の中長期的な成長を目指します。

日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）

中国の不動産セクターについては、厳しい市場環境が続いており、引き続き慎重にみています。
一方で、その他のアジア諸国では、総じて財務状況は健全であり、利益見通しも良好であると考えま
す。リスク要因としては、米国の金融緩和政策が正常化に向かうとみられることから、それが金融市
場に与える影響があり、留意が必要と考えます。当ファンドでは、市場動向を注視しながら、クレジッ
トの質を重視するとともに、当面先行きの不透明な市場環境が続く見込みであることを考慮し、価格
変動性が高い銘柄の組入れを抑制するなど、慎重なポートフォリオ運営を行う方針です。

ライオン　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス３）

中国の不動産開発企業などの債務問題については、当面は厳しい局面が続く可能性があるとみて
おり、中国政府がどのような対応策を打ち出してくるか注視しています。なお、アジア・ハイ・イー
ルド債券市場の見通しについては当面は不透明感があるものの、徐々に市場環境は安定化に向かう
とみています。ファンドでは銘柄選択に注力し、保有銘柄の流動性のモニタリングを徹底することが
重要と考えます。また、価格下落リスクに配慮した投資機会の発掘に注力し、引き続き企業の健全
性を重視し、流動性に配慮しながら、リスクを抑制したポートフォリオ運営を行う方針です。

マネープールマザーファンド

コール・ローン等の短期金融資産による運用を行う方針です。
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１万口当たりの費用明細

項目
第119期～第124期
2021.8.11～2022.2.10 項目の概要
金額 比率

（a）信託報酬 10円 0.510％
（a） 信託報酬＝各期中の平均基準価額×信託報酬率（年率）×各期の日数年間の日数

期中の平均基準価額は1,890円です。

（投信会社） （ 4） （0.211） ファンドの運用の対価

（販売会社） （ 5） （0.283） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの
管理等の対価

（受託会社） （ 0） （0.017） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

（b）その他費用 0 0.010 （b） その他費用＝ 各期中のその他費用
各期中の平均受益権口数

（監査費用） （ 0） （0.010） 監査法人に支払うファンドの監査にかかる費用

合計 10 0.520

注１．期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要
の簡便法により算出した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、このファンドに対応するものを含みます。

注２．金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

注３．比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

注４．各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。

基
準
価
額
の
主
な
変
動
要
因
／
１
万
口
当
た
り
の
費
用
明
細
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（参考情報）
◯総経費率
期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券

取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経
費率（年率）は1.96％です。

総経費率
1.96%

当ファンド
1.03%
当ファンド
1.03%

投資先
ファンド
0.93%

投資先
ファンド
0.93%

運用管理費用
（投信会社）
0.42%

運用管理費用
（販売会社）
0.56%

運用管理費用
（受託会社）
0.03%

その他費用
0.02%

運用管理費用
0.74%

運用管理費用以外
0.19%

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 1.96

①当ファンドの費用の比率 1.03

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.74

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.19

注１．当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
注２．各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
注３．各比率は、年率換算した値です。
注４．投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
注５．当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
注６．当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
注７．上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは

異なります。
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りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 高金利通貨コース 

○売買及び取引の状況 (2021年８月11日～2022年２月10日) 

 

 

銘 柄 
第119期～第124期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
NikkoAM Asia Investment Series- 
NikkoAM AsiaHighYieldBondFund Ⅲ 

－ － 387,548 25,000  

Lion Global Investors Asian High  
Yield Bond Fund Class 3 (HYC) 290,529 25,000 － －  

合 計 290,529 25,000 387,548 25,000  
 

（注１） 金額は受渡代金。 

（注２） 単位未満は切捨て。 

 

 

銘 柄 
第119期～第124期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
マネープールマザーファンド － － 7,993 8,000 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年８月11日～2022年２月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年２月10日現在) 

 

銘 柄 
第118期末 第124期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 
 口 口 千円 ％ 
NikkoAM Asia Investment Series-NikkoAM AsiaHighYieldBondFund Ⅲ 11,026,045 10,638,497 684,789 52.2 
Lion Global Investors Asian High Yield Bond Fund Class 3 (HYC) 6,167,451 6,457,980 568,198 43.3 

合 計 17,193,496 17,096,477 1,252,988 95.5 
 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 高金利通貨コース 

 

銘 柄 第118期末 第124期末 
口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
マネープールマザーファンド 20,605 12,611 12,619 

 
（注１） 単位未満は切捨て。 
（注２） 当ファンドは、第124期末において、直接投資をする株式及び新株予約権証券の組入れはございません。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年２月10日現在) 

項 目 
第124期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,252,988 93.6 

マネープールマザーファンド 12,619 0.9 

コール・ローン等、その他 72,480 5.5 

投資信託財産総額 1,338,087 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第119期末 第120期末 第121期末 第122期末 第123期末 第124期末 

2021年９月10日現在 2021年10月11日現在 2021年11月10日現在 2021年12月10日現在 2022年１月11日現在 2022年２月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,942,891,501   1,686,036,562   1,490,723,018   1,359,141,434   1,322,294,663   1,338,087,662   

 コール・ローン等 101,773,596   75,293,593   82,616,136   73,223,639   88,082,667   72,479,967   

 投資信託受益証券(評価額) 1,820,491,901   1,590,119,026   1,387,484,999   1,248,297,174   1,221,591,375   1,252,988,335   

 マネープールマザーファンド(評価額) 20,626,004   20,623,943   20,621,883   12,620,621   12,620,621   12,619,360   

 未収入金 －   －   －   25,000,000   －   －   

(B) 負債 40,668,007   28,921,668   33,618,272   41,757,943   30,745,732   26,637,841   

 未払収益分配金 25,392,308   25,081,904   24,894,714   24,177,704   24,035,574   24,121,287   

 未払解約金 13,596,161   2,257,148   7,353,102   16,374,731   5,501,113   1,401,827   

 未払信託報酬 1,648,507   1,553,390   1,345,109   1,183,207   1,186,676   1,094,135   

 未払利息 223   193   212   190   193   146   

 その他未払費用 30,808   29,033   25,135   22,111   22,176   20,446   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,902,223,494   1,657,114,894   1,457,104,746   1,317,383,491   1,291,548,931   1,311,449,821   

 元本 8,464,102,956   8,360,634,910   8,298,238,061   8,059,234,687   8,011,858,185   8,040,429,293   

 次期繰越損益金 △6,561,879,462   △6,703,520,016   △6,841,133,315   △6,741,851,196   △6,720,309,254   △6,728,979,472   

(D) 受益権総口数 8,464,102,956口 8,360,634,910口 8,298,238,061口 8,059,234,687口 8,011,858,185口 8,040,429,293口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 2,247円 1,982円 1,756円 1,635円 1,612円 1,631円 
 

（注１） 当作成期間（第119期～124期）における期首元本額8,517,510,809円、期中追加設定元本額471,405,804円、期中一部解約元本額
948,487,320円 

（注２） 期末における１口当たりの純資産総額 
 第119期0.2247円、第120期0.1982円、第121期0.1756円、第122期0.1635円、第123期0.1612円、第124期0.1631円 

（注３） 期末における元本の欠損金額 
 第119期6,561,879,462円、第120期6,703,520,016円、第121期6,841,133,315円、第122期6,741,851,196円、第123期6,720,309,254円、

第124期6,728,979,472円 
  

親投資信託残高 
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○損益の状況 

項 目 
第119期 第120期 第121期 第122期 第123期 第124期 

2021年８月11日～ 
2021年９月10日 

2021年９月11日～ 
2021年10月11日 

2021年10月12日～ 
2021年11月10日 

2021年11月11日～ 
2021年12月10日 

2021年12月11日～ 
2022年１月11日 

2022年１月12日～ 
2022年２月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 40,303,454   34,363,830   40,367,870   40,079,495   33,552,822   34,189,615   

 受取配当金 40,308,665   34,368,729   40,372,424   40,083,475   33,557,699   34,192,954   

 支払利息 △        5,211   △        4,899   △        4,554   △        3,980   △        4,877   △        3,339   

(B) 有価証券売買損益 15,502,479   △  229,594,752   △  201,524,442   △  112,742,721   △   26,737,991   6,279,651   

 売買益 15,878,588   776,113   1,131,041   2,216,898   455,409   7,320,541   

 売買損 △      376,109   △  230,370,865   △  202,655,483   △  114,959,619   △   27,193,400   △    1,040,890   

(C) 信託報酬等 △    1,679,315   △    1,582,423   △    1,370,244   △    1,205,318   △    1,208,852   △    1,114,581   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 54,126,618   △  196,813,345   △  162,526,816   △   73,868,544   5,605,979   39,354,685   

(E) 前期繰越損益金 △3,722,935,188   △3,628,803,913   △3,785,944,624   △3,807,562,895   △3,831,176,536   △3,823,442,594   

(F) 追加信託差損益金 △2,867,678,584   △2,852,820,854   △2,867,767,161   △2,836,242,053   △2,870,703,123   △2,920,770,276   

 (配当等相当額) (  4,753,901,766)  (  4,701,172,687)  (  4,675,275,537)  (  4,553,199,202)  (  4,538,951,346)  (  4,564,892,984)  

 (売買損益相当額) (△7,621,580,350)  (△7,553,993,541)  (△7,543,042,698)  (△7,389,441,255)  (△7,409,654,469)  (△7,485,663,260)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △6,536,487,154   △6,678,438,112   △6,816,238,601   △6,717,673,492   △6,696,273,680   △6,704,858,185   

(H) 収益分配金 △   25,392,308   △   25,081,904   △   24,894,714   △   24,177,704   △   24,035,574   △   24,121,287   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △6,561,879,462   △6,703,520,016   △6,841,133,315   △6,741,851,196   △6,720,309,254   △6,728,979,472   

 追加信託差損益金 △2,867,678,584   △2,852,820,854   △2,867,767,161   △2,836,242,053   △2,870,703,123   △2,920,770,276   

 (配当等相当額) (  4,753,901,761)  (  4,701,172,682)  (  4,675,275,529)  (  4,553,199,189)  (  4,538,951,340)  (  4,564,892,980)  

 (売買損益相当額) (△7,621,580,345)  (△7,553,993,536)  (△7,543,042,690)  (△7,389,441,242)  (△7,409,654,463)  (△7,485,663,256)  

 分配準備積立金 987,492,957   977,835,558   975,594,119   949,786,264   940,085,305   942,855,196   

 繰越損益金 △4,681,693,835   △4,828,534,720   △4,948,960,273   △4,855,395,407   △4,789,691,436   △4,751,064,392   
 

（注１） 有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

（注２） 信託報酬等には、消費税相当額を含めて表示しております。 

（注３） 追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注４） 分配金の計算過程（2021年８月11日～2022年２月10日）は以下の通りです。 

項 目 
2021年８月11日～ 
2021年９月10日 

2021年９月11日～ 
2021年10月11日 

2021年10月12日～ 
2021年11月10日 

2021年11月11日～ 
2021年12月10日 

2021年12月11日～ 
2022年１月11日 

2022年１月12日～ 
2022年２月10日 

a. 配当等収益(費用控除後) 39,089,097円 32,779,829円 38,995,890円 38,872,719円 32,342,989円 33,247,158円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 4,753,901,761円 4,701,172,682円 4,675,275,529円 4,553,199,189円 4,538,951,340円 4,564,892,980円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 973,796,168円 970,137,633円 961,492,943円 935,091,249円 931,777,890円 933,729,325円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 5,766,787,026円 5,704,090,144円 5,675,764,362円 5,527,163,157円 5,503,072,219円 5,531,869,463円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 6,813円 6,822円 6,839円 6,858円 6,868円 6,880円 

g. 分配金 25,392,308円 25,081,904円 24,894,714円 24,177,704円 24,035,574円 24,121,287円 

h. 分配金(１万口当たり) 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
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りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 高金利通貨コース 

○分配金のお知らせ  

 第119期 第120期 第121期 第122期 第123期 第124期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 
＜分配金をお支払いする場合＞ 

・ 分配金は、原則として各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しています。 

＜分配金を再投資する場合＞ 

・ お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資しています。 

＜課税上の取扱いについて＞ 

・ 分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・ 分配金落ち後の基準価額が個別元本と同額の場合または個別元本を上回っている場合は、分配金の全額が普通分配金となります。 

・ 分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回っている場合には、その下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、収益分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・ 個人の受益者に対する課税 

税率は普通分配金について、20.315％（所得税及び復興特別所得税15.315％、並びに地方税５％）です。 

 

※ 上記は源泉徴収時の税率であり、税率は課税方法等により異なる場合があります。 

※ 少額投資非課税制度「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」をご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じ

る配当所得及び譲渡所得が５年間非課税となります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。 

※ 法人の受益者に対する課税は、税率が異なります。 

※ 上記内容は、税法が改正された場合等には変更になることがあります。 

※ 課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家または税務署等にご確認ください。 
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